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和田律子教授略歴・主要業績

和
田
律
子
教
授
略
歴
・
主
要
業
績

略
　
歴

昭
和
二
十
四
年
八
月
（
一
九
四
九
）　

東
京
都
武
蔵
野
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月　

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
卒
業

　

立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
修
博
士
前
期
課
程
を
経
て

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月　

立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
修
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学

博
士
（
文
学
）

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月　

流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学
部
助
教
授

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月　

流
通
経
済
大
学
法
学
部
助
教
授

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月　

流
通
経
済
大
学
法
学
部
教
授

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月　

流
通
経
済
大
学
定
年
退
職

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
七
月　

流
通
経
済
大
学
名
誉
教
授

�

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
・
川
村
学
園
女
子
大
学
・
聖
学
院
大
学
・
立
教
大
学
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
等
非
常
勤
講
師
を
歴
任
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専
門
分
野

平
安
時
代
文
学
・
文
化
研
究
―
主
と
し
て
『
更
級
日
記
』
と
藤
原
頼
通
時
代
の
平
安
時
代
後
期
文
学
文
化
論

第
二
次
第
四
回
関
根
慶
子
賞
受
賞
（
著
書
『
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
更
級
日
記
』
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年
）

【
単
著
】

修
士
論
文
「『
更
級
日
記
』
を
め
ぐ
る
文
芸
世
界
の
研
究
―
祐
子
内
親
王
家
サ
ロ
ン
の
研
究
」　

立
教
大
学
文
学
研
究
科
日
本
文

学
専
修
に
提
出　

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
三
月

博
士
予
備
論
文
「
藤
原
頼
通
的
文
芸
世
界
の
研
究　
附
藤
原
頼
通
年
譜
」　

立
教
大
学
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
修
に
提
出　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月

学
位
論
文
『
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
更
級
日
記
』
立
教
大
学
に
提
出　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
二
十
三
日
（
学
位

（
博
士
文
学
）
を
授
与
さ
れ
た
）

『
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
更
級
日
記
』
新
典
社
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

【
共
編
著
】

『
更
級
日
記
の
新
研
究
―
孝
標
女
の
世
界
を
考
え
る
』（
久
下
裕
利
氏
と
共
編　

新
典
社
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
九
月
）

『
知
の
挑
発
③
平
安
後
期
頼
通
文
化
世
界
を
考
え
る
―
成
熟
の
行
方
』（
久
下
裕
利
氏
と
共
編　

武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
六
年

〈
二
〇
一
四
〉
七
月
）

『
更
級
日
記
の
新
世
界
』（
久
下
裕
利
氏
福
家
俊
幸
氏
と
共
編　

武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
十
月
）
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『『
更
級
日
記
』
上
洛
の
記
千
年
―
東
国
か
ら
の
視
座
』（
福
家
俊
幸
氏
と
共
編　

武
蔵
野
書
院
、
令
和
二
年
〈
二
〇
二
〇
〉
七

月
）

【
主
要
論
文
】

「『
蜻
蛉
日
記
』『
更
級
日
記
』
地
の
文
に
お
け
る
敬
語
表
現
に
つ
い
て
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
三
十
五
号
、
昭
和

五
十
一
年
〈
一
九
七
六
〉
二
月
）

「『
夜
の
寝
覚
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
狭
衣
物
語
』
の
引
歌
に
つ
い
て
―
菅
原
孝
標
女
物
語
作
家
説
肯
定
へ
の
一
試
論
―
」（『
立

教
大
学
日
本
文
学
』
第
三
十
七
号
、
昭
和
五
十
一
年
〈
一
九
七
六
〉
一
二
月
）

「
祐
子
内
親
王
家
の
サ
ロ
ン
形
成
―
菅
原
孝
標
女
物
語
作
家
説
考
究
の
た
め
に
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
三
十
九
号
、

昭
和
五
十
二
年
〈
一
九
七
七
〉
十
二
月
）

「
長
久
前
後
の
藤
原
頼
通
―
文
芸
と
の
関
連
か
ら
―
」（『
緑
聖
文
芸
』
第
二
十
四
号
、
女
子
聖
学
院
短
期
大
学
国
語
文
学
会
、

平
成
五
年
〈
一
九
九
三
〉
三
月
）

「
高
陽
院
関
白
藤
原
頼
通
―
頼
通
中
心
の
文
芸
世
界
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
七
十
一
号
、
平
成
五
年

〈
一
九
九
三
〉
十
二
月
）

「『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
宮
仕
え
の
記
を
め
ぐ
っ
て
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
七
十
四
号
、
平
成
七
年
〈
一
九
九
五
〉
七

月
）

「『
更
級
日
記
』
終
末
部
に
関
す
る
試
論
」（
日
記
文
学
研
究
会
編
『
日
記
文
学
研
究　

第
二
集
』
新
典
社
、
平
成
九
年

〈
一
九
九
七
〉
十
二
月
）

「『
更
級
日
記
』
冒
頭
部
に
関
す
る
試
論
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
十
号
、
平
成
十
年
〈
一
九
九
八
〉
七
月
）
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「『
更
級
日
記
』
考
―
上
洛
の
記
の
「
大
井
川
」
叙
述
を
中
心
に
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
十
一
号
、
平
成
十
年

〈
一
九
九
八
〉
十
二
月
）

「『
更
級
日
記
』
の
富
士
山
―
「
さ
ま
こ
と
な
る
山
の
姿
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学
部
紀
要
』
第
四
巻

第
二
号
、
平
成
十
二
年
〈
二
〇
〇
〇
〉
三
月
）

「『
更
級
日
記
』
―
「
白
き
衵
」
と
い
う
こ
と
―
」（
守
屋
省
吾
氏
編
『
論
集
日
記
文
学
の
地
平
』
新
典
社
、
平
成
十
二
年

〈
二
〇
〇
〇
〉
三
月
）

「
後
冷
泉
朝
期
の
藤
原
頼
通
―
『
四
条
宮
下
野
集
』
を
軸
と
し
て
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
十
五
号
、
平
成
十
三
年

〈
二
〇
〇
一
〉
一
月
）

「
平
安
時
代
の
富
士
山
―
あ
こ
が
れ
と
お
そ
れ
の
あ
い
だ
で
―
」（
青
弓
社
編
集
部
編
『
富
士
山
と
日
本
人
』、
平
成
十
四
年

〈
二
〇
〇
二
〉
十
月
）

「
後
冷
泉
朝
文
化
圏
の
変
質
―
歌
合
の
場
に
お
け
る
後
冷
泉
天
皇
と
関
白
頼
通
の
姿
勢
を
と
お
し
て
―
」（『
法
学
部
開
校
論
文

集
』
流
通
経
済
大
学
出
版
会
、
平
成
十
四
年
〈
二
〇
〇
二
〉
十
月
）

「
文
化
発
信
の
地
と
し
て
の
宇
治
平
等
院
―
宇
治
関
白
藤
原
頼
通
と
宇
治
大
納
言
源
隆
国
の
関
係
か
ら
―
」（『
鳳
翔
学
叢
』
創

刊
号　

平
等
院
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
三
月
）

「『
更
級
日
記
』「
荻
の
葉
」
段
の
笛
吹
く
人
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
記
文
学
研
究
誌
』
第
六
号
、
日
記
文
学
研
究
会
、
平
成
十
六

年
〈
二
〇
〇
四
〉
三
月
）

「
藤
原
頼
通
晩
年
の
蒐
書
と
『
更
級
日
記
』
―
狂
言
綺
語
の
文
芸
観
を
中
心
に
―
」（
石
原
昭
平
氏
編
『
日
記
文
学
新
論
』
勉
誠

出
版
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
三
月
）

「『
更
級
日
記
』
論
に
む
け
て
―
「
荻
の
葉
」
の
段
か
ら
考
え
る
―
」（
和
田
律
子
久
下
裕
利
氏
共
編
『
更
級
日
記
の
新
研
究
』
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新
典
社
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
九
月
）

「
新
研
究
」
と
い
う
こ
と
」（
和
田
律
子
久
下
裕
利
氏
共
編
『
更
級
日
記
の
新
研
究
』
新
典
社
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
九

月
）

「
藤
原
頼
通
の
生
涯
（
１
）―「
た
づ
君
」
の
時
代
―
」（『
流
経
法
学
』
第
六
巻
第
二
号
、
平
成
十
八
年
〈
二
〇
〇
六
〉
十
二
月
）

「『
更
級
日
記
』
の
通
過
儀
礼
―
物
語
を
つ
む
ぐ
人
生
の
始
発
と
し
て
の
13
歳
―
」（
小
嶋
菜
温
子
氏
他
編
『
王
朝
文
学
と
通
過

儀
礼
』
竹
林
舎
、
平
成
十
九
年
〈
二
〇
〇
七
〉
年
十
一
月
）

「
京
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
『
定
家
朝
臣
記
』
翻
刻
・
解
題
」（『
鳳
翔
学
叢
』
第
五
輯　

平
等
院
、
平
成
二
十
一

〈
二
〇
〇
九
〉
年
三
月
）

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て
―
「
頼
通
文
化
世
界
の
一
員
と
し
て
の
孝
標
女
」
と
の
関
連
で
―
」（『
日
記
文
学
研
究
誌
』
第

十
一
号
、
日
記
文
学
研
究
会
、
平
成
二
十
一
〈
二
〇
〇
九
〉
年
三
月
）

「
孝
標
女
の
「
石
山
」
―
「
影
を
な
ら
べ
」
を
中
心
に
」（
久
下
裕
利
氏
編
『
平
安
後
期
物
語
の
新
研
究
―
寝
覚
と
浜
松
を
考
え

る
』
新
典
社
、
平
成
二
十
一
〈
二
〇
〇
九
〉
年
十
月
）

「
孝
標
女
の
表
現
世
界
と
三
条
西
実
隆
―
「
影
を
な
ら
べ
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
む
ら
さ
き
』
第
四
六
輯
、
紫
式
部
学
会
、
平

成
二
十
一
〈
二
〇
〇
九
〉
年
十
二
月
）

「
流
通
経
済
大
学
蔵
祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首　

全
』」（『
流
経
法
学
』
第
十
一
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
一

月
）

『
四
条
宮
下
野
集
研
究
（
一
）
～
（
九
）』（
横
溝
博
・
高
橋
由
記
・
中
村
成
里
・
有
馬
義
貴
・
大
塚
誠
也
各
氏
と
分
担
執
筆
。

『
鳳
翔
学
叢
』〈
平
等
院
紀
要
〉
第
九
輯
～
第
十
六
輯
（
以
下
継
続
中
）、
平
等
院
、
平
成
二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
三
月

～
令
和
二
年
〈
二
〇
二
〇
〉
継
続
中
）
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「
宇
治
殿
に
つ
ど
う
女
房
た
ち
―
宇
治
川
を
渡
る
四
条
宮
下
野
―
」（
久
下
裕
利
氏
編
『
王
朝
の
歌
人
た
ち
を
考
え
る
―
交
遊
の

空
間
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
五
年
〈
二
〇
一
三
〉
四
月
）

「
藤
原
頼
通
文
化
世
界
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
摂
取
の
一
様
相
―
『
更
級
日
記
』
を
中
心
に
―
」（
古
代
中
世
文
学
論
考
刊
行
会

編
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
十
九
集
新
典
社
、
平
成
二
十
六
〈
二
〇
一
四
〉
年
四
月
）

「『
源
氏
物
語
』
か
ら
『
更
級
日
記
』
へ
―
歌
こ
と
ば
「
梅
の
立
ち
枝
」
の
継
承
―
」（
原
岡
文
子
氏
河
添
房
江
氏
編
『
源
氏
物

語　

煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
平
成
二
十
六
年
〈
二
〇
一
四
〉
四
月
）

「
源
師
房
に
つ
い
て
―
藤
原
頼
通
文
化
世
界
の
一
員
と
し
て
」（
和
田
律
子
久
下
裕
利
氏
共
編
『
知
の
挑
発
③
平
安
後
期
頼
通
文

化
世
界
を
考
え
る
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
七
月
）

「『
更
級
日
記
』
の
歌
こ
と
ば
」（
福
家
俊
幸
氏
和
田
律
子
久
下
裕
利
氏
編
『
知
の
遺
産
③　

更
級
日
記
の
新
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、

平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
十
月
）

「『
更
級
日
記
』
の
宮
仕
え
・
孝
標
女
の
宮
仕
え
」（
福
家
俊
幸
氏
和
田
律
子
久
下
裕
利
氏
編
『
知
の
遺
産
③　

更
級
日
記
の
新

世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
十
月
）

「
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
―
文
化
発
信
と
知
の
共
有
の
基
層
―
」（『
日
記
文
学
研
究
誌
』
第
十
九
号
、
日
記
文
学
会
、
平
成

二
十
九
年
〈
二
〇
一
七
〉
七
月
）

「『
更
級
日
記
』
と
平
安
時
代
の
上
総
い
ち
は
ら
」（『
房
総
古
代
道
研
究
（
三
）』
房
総
古
代
道
研
究
会
、
平
成
三
十
年

〈
二
〇
一
八
〉
十
二
月
）

「
高
陽
院
「
駒
競
行
幸
」
時
代
の
藤
原
頼
通
に
関
す
る
一
考
察
―
「
行
幸
和
歌
」
の
「
白
菊
」
を
中
心
に
―
」（『
史
聚
』
第

五
十
一
号
、
平
成
三
十
年
〈
二
〇
一
八
〉
四
月
）

「
藤
原
頼
通
文
化
世
界
と
歌
合
―
上
東
門
院
彰
子
菊
合
を
中
心
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
三
十
一
年
〈
二
〇
一
九
〉
三
月



11

和田律子教授略歴・主要業績

号
）

「
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
領
導
認
識
―
「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
か
ら
「
上
東
門
院
彰
子
菊
合
」
へ
―
」（
桜
井
宏
徳
氏
中
西
智
子

氏
福
家
俊
幸
氏
編
『
藤
原
彰
子
の
文
化
圏
と
文
学
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
令
和
元
年
〈
二
〇
一
九
〉
十
月
）

「『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
来
迎
夢
の
意
味
―
乳
母
願
望
叙
述
と
物
語
作
者
と
し
て
の
矜
持
を
中
心
に
―
」（
和
田
律

子
福
家
俊
幸
氏
編
『
更
級
日
記　

上
洛
の
記
千
年
―
東
国
か
ら
の
視
座
―
』
武
蔵
野
書
院
、
令
和
二
年
〈
二
〇
二
〇
〉
七

月
）

「
藤
原
頼
通
の
高
陽
院
―
文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て
―
」（
木
本
好
信
氏
編
『
古
代
史
論
聚
』
岩
田
書
院
、
二
〇
二
〇
年
〈
令
和

二
〉
八
月

他【
辞
典
等
項
目
執
筆
】

『
日
記
文
学
事
典
』
守
屋
省
吾
氏
森
田
兼
吉
氏
他
編　

勉
誠
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
〈
一
九
八
六
〉
二
月

『
和
歌
大
辞
典
』
犬
養
廉
氏
井
上
宗
雄
氏
他
編　

明
治
書
院
、
昭
和
六
十
一
年
〈
一
九
八
六
〉
三
月

『
福
武
古
語
辞
典
』
井
上
宗
雄
氏
他
編　

福
武
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
〈
一
九
八
八
〉
九
月

『
角
川
全
訳
古
語
辞
典
』
久
保
田
淳
氏
他
編　

角
川
書
店
、
平
成
十
年
〈
一
九
九
八
〉
十
月

『
日
本
女
性
史
大
辞
典
』
金
子
幸
子
氏
黒
田
弘
子
氏
菅
野
則
子
氏
義
江
明
子
氏
編　

吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
九
年

〈
二
〇
〇
七
〉
十
一
月

他
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【
そ
の
他
】

講
演
録
「
源
氏
物
語
―
「
ほ
ん
と
う
」
の
も
つ
ち
か
ら
―
」（
東
葛
川
柳
会
会
報
『
ぬ
か
る
道
』
第
二
十
四
号
、
平
成
二
十
年

〈
二
〇
〇
八
〉
三
月
）

連
載
エ
ッ
セ
イ
「
美
し
い
日
本
語
―
暮
ら
し
の
な
か
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
心
―
」（「
ア
イ
・
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」

ｖ
ｏ
ｌ
36
～
42
〈
株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〉、
平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉
五
月
～
平
成
二
十
二
年

〈
二
〇
一
〇
〉
十
月
）

「
法
学
部
の
基
礎
教
育
」（『
流
経
法
学
』
第
十
一
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
月
）

「
祭
魚
洞
文
庫
に
伝
わ
る
百
人
一
首
の
世
界
」（
流
通
経
済
大
学
「RK

U
T
oday

」
十
九
号
、
平
成
二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
四
月
）

書
評
「
石
田
修
大
『
我
生
き
て
こ
の
句
を
成
せ
り
―
石
田
波
郷
と
そ
の
時
代
』」（『
流
経
法
学
』
第
十
二
巻
第
一
号
、
平
成

二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
十
月
）

「
時
の
回
廊
―
平
等
院
鳳
凰
堂
―
」『
日
本
経
済
新
聞
』
夕
刊
（
関
西
版
）
平
成
二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
十
一
月
十
三
日
掲
載

書
評　

今
泉
恂
之
介
著
『
伊
那
の
放
浪
俳
人　

井
月
現
る
』（『
流
経
法
学
』
平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
七
月
）

書
評　

斎
藤
菜
穂
子
『
蜻
蛉
日
記
新
考
―
兼
家
妻
と
し
て
「
書
く
」
と
い
う
こ
と
』（『
国
文
学
研
究
』
第
１
８
９
集
〈
早
稲
田

大
学
国
文
学
会
〉、
令
和
元
年
〈
二
〇
一
九
〉
十
月
〉

新
刊
紹
介　

元
吉
進
氏
著
『
更
級
日
記
と
東
国
の
風
景
』（『
学
苑
』
第
９
４
８
号
〈
昭
和
女
子
大
学
〉、
令
和
元
年

〈
二
〇
一
九
〉
十
月
）

他
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【
社
会
的
活
動
―
講
演
・
講
座
講
師
等
】

源
氏
物
語
を
楽
し
む
会
講
師
（
元
流
通
経
済
大
学
龍
ケ
崎
市
連
係
講
座
）　

平
成
十
二
年
〈
二
〇
〇
〇
〉
四
月
～
継
続
中

松
戸
市
教
育
委
員
会
諮
問
委
員　

平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉
三
月
～
平
成
二
十
六
年
〈
二
〇
一
四
〉
三
月

取
手
カ
ル
チ
ャ
ー
講
師　

平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉
三
月
～
平
成
二
十
六
年
〈
二
〇
一
四
〉
三
月

柏
市
シ
ル
バ
ー
大
学
院
古
典
講
読
講
座
講
師　

平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
七
月
～
継
続
中

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
教
室
（
柏
校
）
講
師　

平
成
三
十
年
〈
二
〇
一
八
〉
十
月
～
継
続
中

「
王
朝
の
雅
を
暮
ら
し
に
活
か
す
」
流
通
経
済
大
学
龍
ケ
崎
市
連
係
講
座
講
師　

平
成
十
三
年
〈
二
〇
〇
一
〉
年
五
月
十
九
日

～
六
月
十
六
日
（
全
五
回
）

「『
源
氏
物
語
』
を
支
え
た
女
性
た
ち
」
流
通
経
済
大
学
春
季
講
座
（
龍
ケ
崎
）
講
師　

平
成
十
五
年
〈
二
〇
〇
三
〉
五
月

二
十
四
日
～
六
月
二
十
一
日
（
全
五
回
）

「
能
楽
鑑
賞
会
―
金
春
流　

能
「
半
蔀
」」
流
通
経
済
大
学
学
園
祭
講
師
（
龍
ケ
崎
市
協
賛
）
平
成
十
五
年
〈
二
〇
〇
三
〉
十
一

月
二
日

「
能
楽
鑑
賞
会
―
金
春
流　

能　
「
杜
若
」」
流
通
経
済
大
学
公
演
会
講
師
（
新
松
戸
）
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
七
月
三
日

「
平
安
時
代
の
女
性
た
ち
の
旅
と
人
生
」
流
通
経
済
大
学
講
演
会
講
師
（
新
松
戸
）
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
十
二
月
十
一

日
（
含
特
別
企
画
「
講
演
会　

岩
佐
美
代
子
氏
「
宮
廷
生
活
気
質
」」

「
衣
裳
か
ら
見
る
王
朝
の
文
化
と
生
活
」
流
通
経
済
大
学
春
季
講
座
講
師
（
龍
ケ
崎
）
平
成
十
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉
五
月

二
十
八
日
～
六
月
十
八
日
（
全
四
回
）

「
古
典
文
学
か
ら
み
る
装
束
の
役
割
」
流
通
経
済
大
学
秋
季
講
座
講
師
（
新
松
戸
）
平
成
十
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉
九
月
二
十
四
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日
～
十
月
十
五
日
（
全
四
回
）

「
宮
廷
装
束
の
世
界
―
平
安
時
代
か
ら
現
代
皇
室
ま
で
」
企
画
・
講
師
（
岩
佐
美
代
子
氏
・
千
石
宗
久
氏
・
和
田
講
演
）
流
通

経
済
大
学
秋
季
講
座
特
別
講
演
会
（
新
松
戸
）
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
月
二
十
二
日

講
演
『
源
氏
物
語
』
に
み
る
女
の
生
き
方
・
男
の
生
き
方　

ふ
じ
し
ろ
地
区
女
性
活
動
企
画
員
会
議
講
演
会　

平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
二
月
二
十
六
日

講
演
「
歌
合
に
つ
い
て
―
み
や
び
な
真
剣
勝
負
―
」
千
葉
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
専
門
部
会
平
成
十
八
年
度
文
芸
研
修
会
（
於

千
葉
県
立
佐
原
高
校
、
流
通
経
済
大
学
学
生
有
志
参
加　

平
成
十
八
年
〈
二
〇
〇
六
〉
七
月
二
十
八
日
）

「
古
典
文
学
に
見
る
平
安
貴
族
の
人
生
」
流
通
経
済
大
学
・
松
戸
市
公
民
館
連
携
市
民
講
座　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
二

月
七
日
～
二
月
二
十
八
日
（
全
四
回
）

対
談
「『
源
氏
物
語
』
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
―
古
代
の
中
国
と
日
本
の
食
文
化
の
交
流
」
流
通
経
済
大
学
学
園
祭
（
龍
ケ
崎
市
協

賛
〈
流
通
経
済
大
学
教
授
古
田
朱
美
氏
と
の
対
談
〉
平
成
十
九
年
〈
二
〇
〇
七
〉
十
一
月
四
日
）

講
演
「
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
『
更
級
日
記
』」
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月
三
日
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会

秋
季
大
会

「
王
朝
文
学
の
魅
力
を
探
る
―
『
更
級
日
記
』
の
世
界
―
」
に
い
が
た
市
民
講
座
講
師　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
二
月

一
日
・
八
日
（
全
二
回
）

講
演
「『
源
氏
物
語
』
―
「
ほ
ん
と
う
」
の
も
つ
ち
か
ら
―
」
東
葛
川
柳
会
主
催
講
演
会　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
一
月

二
十
六
日

「『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
を
楽
し
む
―
第
１
回
「『
源
氏
物
語
の
出
現
』
こ
の
わ
た
り
に
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
」
～
第
5
回
「
宇
治

十
帖
の
世
界
」
―
牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会
主
催
講
座
講
師　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
十
六
日
～
十
月
十
一
日
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（
全
五
回
）

講
演
「『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
に
よ
せ
て
―
大
学
教
育
と
文
化
の
力
―
」
流
通
経
済
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
企
画　

平
成
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）
七
月
二
十
六
日

「
お
茶
を
極
め
る
―
お
茶
の
文
化
交
流
―　

茶
の
湯
文
化
と
『
源
氏
物
語
』」（
古
田
朱
美
氏
・
日
埜
博
司
氏
・
松
田
英
氏
と
）

流
通
経
済
大
学
・
松
戸
市
公
民
館
連
携
市
民
講
座
講
師　

全
五
回
の
う
ち
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月
四
日
担
当

講
演
「『
更
級
日
記
』
と
い
う
物
語
」
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
・
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
等
主
催　

新
し
い
「
大
宮
」
発
見　

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
関
東
の
古
代
と
更
級
日
記
」
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月
十
六
日

講
演
「
頼
通
文
化
世
界
の
一
員
と
し
て
の
孝
標
女
」
日
記
文
学
研
究
会
第
五
十
五
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
も
う
ひ
と
つ
の
千

年
紀
―
『
更
級
日
記
』
と
孝
標
女
を
め
ぐ
っ
て
―
」
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
二
月
二
十
日

講
演
「『
源
氏
物
語
』
に
み
る
男
の
生
き
方
・
女
の
生
き
方
―
宇
治
十
帖
の
世
界
か
ら
―　

取
手
市
藤
代
図
書
館
祭
記
念
講
演

　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月

「
日
本
の
茶
文
化
の
歴
史
を
た
ど
る
」（「
み
ん
な
で
語
ろ
う　

日
中
茶
文
化
の
交
流
」
流
通
経
済
大
学
教
授
古
田
朱
美
氏
と
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月
一
日　

流
通
経
済
大
学
学
園
祭
（
龍
ケ
崎
市
協
賛
公
開
講
座
）
講
師

「
日
本
文
化
の
中
の
「
遊
び
―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
―
」　

流
通
経
済
大
学
松
戸
市
連
携
講
座
講
師　

平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
二
月
五
日
～
三
月
十
六
日
（
全
五
回
―
堀
口
悟
氏
・
上
田
恭
代
氏
と
）

「
和
歌
の
世
界
に
遊
ぶ
―
流
通
経
済
大
学
所
蔵
新
資
料
『
祭
魚
洞
文
庫　

百
人
一
首
』
の
歌
人
た
ち
」（
立
川
和
美
氏
・
兼
築
信

行
氏
・
寺
島
恒
世
氏
と
）
流
通
経
済
大
学
・
松
戸
市
共
催
市
民
講
座
（
全
三
回
）
講
師　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

六
月
三
十
日
～
七
月
一
四
日

「
平
安
時
代
の
女
性
た
ち
の
旅
と
人
生
」
流
通
経
済
大
学
秋
季
講
座
講
師
（
新
松
戸
）
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月
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講
演
「『
源
氏
物
語
』
を
未
来
へ
」（『
源
氏
物
語
』
を
楽
し
む
会
一
〇
〇
回
記
念
講
演
）
流
通
経
済
大
学
（
龍
ケ
崎
）
学
園
祭

協
賛　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
四
日

「「
松
里
（
松
戸
）」
の
記
述
も
あ
る
『
更
級
日
記
』
を
読
ん
で
み
よ
う
」
松
戸
市
市
民
団
体
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
企
画
講
座
講
師

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
二
月
八
日
～
二
月
二
十
八
日
（
全
三
回
）

講
演
「『
源
氏
物
語
』
を
現
代
に
活
か
す
」
株
式
会
社
日
通
総
研
主
催
講
演
会　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月

講
演
「『
源
氏
物
語
』
の
雪
月
花
」
流
通
経
済
大
学
附
属
柏
高
等
学
校
父
母
会
講
演
会　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月

特
別
講
演
会
「『
源
氏
物
語
』
を
未
来
へ
」（
神
野
藤
昭
夫
氏
・
畠
山
大
二
郎
氏
と
）。
主
催
「
源
氏
物
語
を
楽
し
む
会
」
後
援

流
通
経
済
大
学　

於
流
通
経
済
大
学
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
一
月
三
日

講
演
「
王
朝
の
み
や
び
を
現
代
に
活
か
す
―
文
化
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」
松
戸
市
教
育
委
員
会
「
古
典
の
日
記
念
事
業
」（
全

二
回
）
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
一
月
七
日

講
演
「
暮
ら
し
の
な
か
の
雪
月
花
―
古
典
文
学
の
世
界
か
ら
―
」
立
教
大
学
校
友
会
主
催　

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
二

月
六
日

「
猫
の
文
学
散
歩
―
猫
好
き
の
王
朝
人
た
ち
（
2
）
―
」
流
通
経
済
大
学
松
戸
市
連
携
講
座
講
師
（
全
四
回　

髙
橋
由
記
氏
・

立
川
和
美
氏
・
馬
場
啓
一
氏
と
）
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
九
月
二
七
日
～
十
月
十
八
日

講
演
「
藤
原
頼
通
の
時
代
と
文
化
世
界
―
文
化
発
信
と
知
の
共
有
の
基
層
―
」
日
記
文
学
会
第
七
〇
回
大
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

基
調
講
演　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
二
十
日

講
演
「『
源
氏
物
語
』
か
ら
『
更
級
日
記
』
へ
」
第
二
十
九
回
「
源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
福
井
県
越
前
市
）
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
）
十
月
二
十
二
日

「『
更
級
日
記
』
を
読
む
―
菅
原
孝
標
女
を
め
ぐ
る
人
び
と
―
」
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）　

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
立
中
央
図
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書
館
文
芸
講
座
講
師
（
全
四
回
）
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月

講
演
「『
源
氏
物
語
』
へ
の
ま
な
ざ
し
―
物
語
と
し
て
の
『
更
級
日
記
』
―
」
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
四
日　

房

総
古
代
道
研
究
会　

第
三
十
三
回
セ
ミ
ナ
ー

講
演
「『
更
級
日
記
』
と
市
原
―
物
語
作
者
孝
標
女
を
は
ぐ
く
ん
だ
上
総
の
国
府
―
」　
「
い
ち
は
ら
埋
文
講
座
」
於
市
原
市
民

会
館
大
会
議
室
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
九
月
三
十
日

仙
台
文
学
館
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
二
〇
一
七
「『
更
級
日
記
』
を
読
む
・
特
別
版
」（
横
溝
博
氏
と
対
談
）　

平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
十
月
二
十
八
日　

仙
台
市
立
文
学
館

講
演
「
藤
原
頼
通
の
文
化
領
導
意
識
に
つ
い
て
―
「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
時
代
を
中
心
に
―
」
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五

月
十
八
日　

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
春
季
大
会

「
更
級
日
記
の
世
界
―
上
総
国
（
千
葉
県
市
原
市
）
か
ら
上
洛
千
年
紀
―
」
流
通
経
済
大
学
・
松
戸
市
生
涯
学
習
推
進
課
連
携

講
座
講
師　
「
物
語
作
家
へ
の
道
―
や
っ
ぱ
り
私
は
物
語
が
す
き
！
―
物
語
作
家
に
な
っ
た
「
わ
た
し
」
の
物
語
―
」
令

和
元
年
（
一
〇
一
九
）
十
一
月
十
六
日

他


